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〔総説〕 生活の科学的考察

イ邑 態 :A 
扇岡

生活を卜ータルなものとして見た場合の構造と機能

(続)

持田照夫

Scientific Consideration of Living Actions 

on the Man and Environment System 

勺YUTAIRON"

The Structure and Function of Life System 

Regarded as a Whole 

TERUO MOCHIDA 

。信態論の思想と目標
| 人間生活の特性

1 )生活は無生物 4 生物→人間活動へと進んで来た物

質運動の一つであること， 2)物質運動には大分け小分

(tの段階があη.その末々に運動の特性，結合や対外村

内の特性があること， 3)坐活の特性は動物とwなり，
1)11下物の綬取，食寝以外の文化~含む生活の成立，と主活

用物資を捕J足・持来 ・加工して供給する"世話体作つま

りr家族J r家庭J 及ひその変形がある等の諸点であるお

2' 生活研究の特徴

4 )生活主体の水生活要求"に対し生活用物資や条件

を整える恥t世話体"とその環境である、、社会砂が或る形

でこれに対応すると言う考えを持つこと.5) 生活主体

VJ ?r生活の、、生活要求'が何であるかを追究寸ること.

6) "生活要求。と、供給条件命とを組み合せて f実現司

能な生活の姿」をj論き出すこと。これにはその案が段階

4"に速なる、、矛盾かのどこ主でのものを解決しているか
を明示すること。二れが「生活計画J である。 7)ただ

これを行伝うためには桃色活矛盾の段階的な配列"を知

らねばならない。この追究の結果生まれるのが「生活規

俗表J であり，何らかの意味で生活の価値的評価をして

それを段階づけたものが「生活基準表』である。侶態論

ではこれうの諸事項を探る。

以上のことを要約して表にして見ると以下のようにな

る。

( 1 I 

生活巨物質運動の ・形態

物質運動の段階=無生物(素粒子 ・原子 ・分子・高

分子)

。生物 ・生態

((固体の運動的特性及び集団 ・個体の対他生

物 ・環境の問の運動様式)

。人間的運動(会.活)

(個体の運動的特性及び集同 ・個体の対1也生
物 ・他人間 ・他集団の問の運動様式)

新しい生活(生活設計)

=生活計画

=部分的生活傑式・生活法則の結合

=新しい法則{本の構築

生活・生活集団 ・社会 ・国家

社会の見方

I i邑態論

一一生活に関する認識論と主題論一一

O' 趣旨

前年度紀要錆載の内容で説ききれなかったことを述べ

る“前年よりも、思考が進んだところもある。

1・ r生活Jとは何か:ーそれは“物質運動のー形態"

であるー

i)生命一生活

前世紀から今i笠紀にかけて、物理学 ・化学が物質の運
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動を対象にした科学であη. その運動法則を究めるもの

であると若う認識が打ち立てられ僚立・定着したが、生

物学についても生物と言う対象の遼動法則を究める学で

あると言弓認識がu1til.して定着に向っている。これ1;1:. 

ダーウイ J によって発見された生物進化の法則を認める

ことから始まって. <ンテ・Jレの遺伝の法則の発見，細胞

説，ホバオスタシス，遺伝チの機造と機能の発見.遺伝

機構の分チ構造的確定等.個体の生物体を対象にした遼

動法則の解明 ・認識に及人だのである。また.個体問の

相互作用，環境との関係を扱った生態学も生まれた。

このような学問の展開は，物事の認識を深め人間の物

事に対する認識カを高めたが，実は偶{本に関する学問，

個体関 ・個体環境に関する学問でまだ認識が固まってい

ない側面もあった。それは，生物i国体の運動b個体問・

個体環境問の運動もそれが“物質運動の形のーつ"であ

ると言う認識であった。この認識は生まれたが.'1:物学

全般にわたって透徹したものではなかったe この認識に

巨大公一歩を進めたのは.A.l.オパーリンであった。彼

は.r生命」の本質を採るため，その起原にまでj湿り.そ

の発展・変化を生化学的手法を使って解明したのである。

これによって.生物個体の生命維持機構が解明されたの

である@ただこの生化学的追究では.と性物を生化学的特

質に従って発達段階的に大きく分類することしかできず，

生物の形態的分類である門間・網開・自問・属問・科間・

種間のさと物個体の逮動的特性の差異については，説明は

及んでいないのである。また，生化学的側面からの追究

であるから， )運動のもう一つの側面である物思学的運動

の追究は含まれていない。このように.オパーリンの行

ケった仕事は.このよ弓に生物を物質の運動形態の--:)

として捉えたものの，それは生化学的側面からしか見て

いないし対象も生化学的に分頒できる大分綴でしか分類

していなし」更に，個体についてしか言っていないで集

団については述べられていなu、

このような空白を満たすものとして，h古生物学"が発

達して来た。現存の生物についての生物分類学は19Cに発

達して来た学問であるか， r生命の起原」と関連させそれ

を古代にまで遡って見てみようとするのが古生物学で.

生物分煩学とはまた遣った観点から生物をみることにな

った。この追突によって，生物全般の発展の状況がよく

分かる主うになヲたか.実は発展ばかりでなく隆昌 ・衰

退 ・死滅のありさまも分って来たのである9 特に.人間

に近い脊推動物の発展 ..I，ili衰・死滅の状況がよく分るよ

うになった。身体の骨絡・表皮・心臓の形・体温等自己

保存に関する能力，目.a/t'!f・歯・爪・flq肢 ・筋肉 ・

頭脳等食料嬬Et.外敵闘争・逃避等に際しての上記諸盤整

Eき

(l! I 

さr.

関の機能の発達がよく分かるようになったむまた.I同fcl>.

間・個体環境問の科学として“生態学"が発達して来た。

これは.はじめ外界からの食物獲得. ー生物を他生物が

食べる食物連鎖の学問から出発し， i長p)rの獲得や縦張り
(領峻)の問勉.集団のあり方の問題に及んでいるF

ただ.これらの個体の追究，個体問 ・個体環境問の追

究の学問は二っとも.その個体が活動しまきおこす運動

については述べていなL、或る迎動体の運動力:始動Jとな

ってまわりの運動体または物をまき込人で新たな運動体

になるのであるが，このことを理解するために例を挙げ

るなら，物理学的な現象についての“土石涜"が適当で

あるう。よ石流は，水と泥と石の混った急激な一線りの

流れであるか，これは水の流れてもないし泥の流れ ・6

の流れでもなく ，それら個々の流れとは全く別の流れて

あるa各々を別に考えていてはその通勤の性質は嫡めQ

~'.それらがξ ックスして流れる姿そのものにあの照康

的な特質が潜んでいる。そして.その主因となるのは水

である。 lfeや石は主体である水に対して環却をであったと

言えるであろう。このように.主因は水だったが.この

水が即売(水の外界)であった泥・ 5をその遼動の判こ

とり込み，新たな逮動体 “土石流"を占って周囲に婚な

る水の流れ ・泥のLり・石の転がりとは違った作用の仕

方で強烈に働きかけるのである。もし，この上石疏の運

動範囲に人間または人聞の憐量産物 ・所有物・生活関連物

があれば，それらはいたく傷つけられるか破喫され.時

には自身も土fi流に飲み込まれて上石流の一機成索にも

なりかねないのである。土石慌で家が流れて橋を峻した

などと言うのはこの例である。鉄砲水などと言っていた

言い方より.土石流とSぅ語い方の方が，余程本質を把

湿した認識の深まった乏い方と考えられる。この土石流

の起り方と同じく，或る生物がt世に出ると環境をとり入
れ，その生物主体と潔境とが一つになった新たな運動が

展倒する九生態学は実はこの主体が葱き起こす新たゐ:物

質運動について調べる学でなりればならないのではない

か。そして.個体学も.上のような意味あいの運動の主

体となるものの学，それが新しい物質の流れをつくり出

寸磁力についての身体の特徴を調べる学と言うj風に整序

し直される必要も一面ではあるのではないか。このよう

に主張するのは.次に述べる人類が生まれたために地路

上ω物質運動がどう変ったか，また歴史的に原始時代か
ら現代まで文明 ・文化を発展させて米た人間とはどっ言

う生物であるか，また生物を超えたものであるかを科学

的に追究するのに不可欠と考えたからである。

*実は人間もそれが生まれたために，他の生物環療に

たきく影響手伝及，~し，全体の物質運動の姿そ前とは
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念〈変えてしまったのであるロ特に庇堤時代iこへ-)

て人間が文明化するに従い，成る集同はたいに進歩

し{也の集団はとり残された。そして進んだ集団は自

然の諸力・環境を我が支配下にiJllたばかりでなし

他のおくれた集問をもその支配下においたのでめる。

生物の追究は.個体の研究にしろ集団や対環境の研究

にしろ.生物自体の，または生物の巻き起こす物質運動

の法則の追究が主眼であるが.これを人間を匁jるための

ベースの知識としても利用しようとするのは.一般には

当然のニとであろう。前述した私の生態学』こ対する要求

む人聞はどんな生物か"を考えるために提出した Lの

てあるが，学問の世界では人間に絞も近い生物を研究寸ー

るものとしで“鍍学"が発達して米た句二ω学にJ.tL ， 
生存競争に遅れた分岐て子人間研究の資料に値しないとコ

う批判事ちあるが，手 ・足 ・包・歯 ・口・頭脳等の身体的

特質.情報通信 ・学習 ・群れづくり ・子育て ・防禦 ・巣

づくり ・倭む場所とその移動等人間にとって有益な多く

の知識を与えてくれたことも確かである。主た，人間そ

れ肉体を研究するものとして，その運動の発現起点であ

る脳についての研究が深まった。特に，大脳の研究が深

まリ.記憶 ・吾謡(左側頭葉)，体制知覚(1員政J;sJ，思
考・足、志(前政葉)，運動』匂掌(前頭集)等の諸機能分野

も分って来たし，断面的な機能連関も分って来た。また.

これらの大脳が発育中いつ完成され訓練はいつが通期か

等も分って来た。これらによって人間がどう外界に働き

かけうるものかがより '層開催になって来たのである。

* !tJ仁ム郎(議i寅等で言明)
しかし.これらは人間活動そのものを扱っているわけ

ではない。議類の中に，我々の行動の視型を見出す ζ と

はあっても，それは段々人聞の行動そのものを追究して

いるのではないし，大脳の研究告するにしてもそれは人

間の具体的な動きそれ臼体を研究しているわけて・は生¥'0 

人間の行動に発源的作用を与える機関の構造について調

べているのである。しかも，原理的な産自の追究て，具体

に近い総1かい複雑なことに閃係する追究は行われていな

¥ '0では，それはどこで扱ヲているのか。現在，それら

を級うように見えるのはそ士会制学である。

ii)生物科学(宅命科学)と社会科学(人間生i符関係

科学)

社会科学i草、非常に広い範聞を扱ゥており，また方法

も多岐に分かれていてお圧が専門に分化しているのて，

学問の種類も多t、政治学 ・法律学 ・経済学 ・社会学 ・

宗教学等がとの中に入るか，犬々の中がまた考え1Jや方

法で大き く分れている。これうの問l主連〈疎隔し.お瓦

の聞にFI!解が行っていタいことも起っている。この止ま

r :ll 

unは，はじめ神学から法律学か発達し，そのtいから政
治学や法律学 ・経済・;':，(社会経済学)なとが生まU，更

にそれから経済学aや社会学が生まれて来た。心理学や人

頃学も生まれた。最近は行動学と言うのも生まれた。考

古学や歴史字は I~- ~からあったが，礼会の歴史学になっ

たのはそう古いことではなl'.これらは分野別に J:のよ

うになっているばかりでなく.方法論的に違ったりして

いてに記の分野の中で更に細分されている。特に際v勺
f二主HI1ムマ I~ .7ス主我と Jド71~ Jス主義のそilである。

従円て、このJ51面の研究(諸社会諸科学)を進めるには.

“マルフス主義"とLH可なみか.を明らかにせねばなみ

ん:いであろう σ

.:.nら，t1会諸f4学と呼ばれる学聞は.皆人間の社会

そ付与tにして研究している。しかし，社会とさつでも夫守

が異な勺た側商を対象としており，夫守に専門分化して

いるa 二の'J，Pi¥!をよりつ-，こんで見ると，面1円いことが

分かる，ぞれは，生物学と比較して見るとよりはっき η

ナる。笠均ず1.1，元勾宝物・鉱物等の記載の学である.‘博

物学"から告白ま「て.やがて独立分離して“生物学"に

な「たm 二れは対策によ り い動物学"と・‘植物学"にな

勺た3ζの記被ω学!よ顕微鈍の発明・利用などLあり・・解

立1)学..，こj並み， 一};[血液循湾除用の 1tQ~字iこよリ“生母

学帆む始まった。また.“発生学"や"遺伝学"“進化学"

も生まれた主物のザ績に!期Lてむ研究が進み，・分銅学"

か成立した。そして19C末、生E草学の中から ・‘生化学"か

止まれて-*た。 20CIこなり，この中から生命に関するγ問

“生命誠'か'tまれて来た。 また， 19Cかう今日にかけて

“古生物学"が党達して~て生命論の発達に影響を与え

逆に乍えられたりしているが， ー方何時期に，“微生物学"

や“生態マ，.，.ら:ども'j-:まJ1.，fEl互影響を与えてLι。今，

これらを怪理して見ると， 1対象とする生物の極緩によ

る分額 :動物学 .11荷物学 ・微生物学， 日数う現象に上る

分領;分m学 ・縦割学 ・発生学 ・細胞学 ・組織学 ・生F.j!
学 ・主化学・透伝子学・生態学・生物地理学・市生物学-

I主化?、 1!1部分科学主たほ応間利γとして特殊分類でき

るしω ヘ碩学 .I?青学-ZYF，EEfうことになるが，弘

はこれに， IV生物すててが持っている h生命"に関する

ヴーで 1:記o，，;wtのあらゆるものに集際的々知識を勺えろ
もの .ヤ命諸.を付付加えた¥.。これになうって社会諸

科学を ~j領して見ると，生物学と ・致はしないのである

か. 1 l'H~ と司る社会の磁特による分館 :農村紅会γ.

lIfirli村会学・原tfi社会論(役会人領学)・家族社会学・村

落社会学・序業社会論ヘ1If.及4現象による分類:政治学・

法律学 ・経済学2・社会十戸・・1ミ数学・照史学 ・人妻百学・考

"γλIII応用してm;;定的解決に緒口を見つけるのに資料・
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知識を与えるものと[て考えんれるむの:絞済学パ資本

主義翁・帰国主義t命)・国家論・社会主義論・金融論・教

育学.Ir社会科学に共通タ基礎となる人聞の抱鐙をして

t、るもの・人絹発展史・人!羽生態学・生活科学，等とな

る。社会織成f4>."命令ども.IVの分主主に入れるべきであろ

うa今，これを一覧にして示せは，次のようになるであ

ろうの

*分哲自の続権のとリガによっては. [とIIの双方に入

るものもあるa

(生物学) (社会諸科学}

1.対象にするもの l宝物 ・社会1の種類による分類

動物学 農村?士会主主-

M物学 都市社会学

原始社会諭

同士会人類学1

家bx社会学
分{Ji学 付活社会学

微生物学

産業社会議解剖学

11.扱うf見集による分JJj

分頬字

解剖学

発生学

細胞学

組織γ

生理学

生化学

遺伝子学

全態学

生物地理学

古生物学

進化学

11l.部分科学または応用科学として特殊分煩できるむ

(}) (生物1応用して現実的解釈に筒口を見つけろ

政治学

法ilt学

経済学2

社会学

宗教学

位史学

人類学

考古学

のに資料・知策を与えるもの(社会}

人煩学 経済学1

{自然人組学) (資本主義論)

医学 {帝国字議論)

農学 l刻家論

社会主義論

金働;命

教(1γ

rv.生物すべてが持っている“生命"に問ずる学でk
記の;%'1'のあらゆるものに基礎的な知識を与える

もの(生物)..社会科学に共通々基礎と々る人間の

抱併をしているιの m会)

!汗 {. 

人τ1~}K史

人間生態学

社会構成{卒論

生活科学

このように分りて見てなお響力・にできないことは.n 
会とは何か，生活とは向か，社会と生活との関係はどう

なっているのか，と苫うことであろうe この社会と，1":;

言葉については，従米多、の異った意味が付与されて使

われてきた。社会学鉾奥 (8~閣)では.これを次の 5

生命論

つに分額している。

1)人間の結合.側係.生活の共同のように.一般的・

抽象的な意味でのf士会

2)家族や国家も社会の つであるという場合のように，

!よい意味での社会集団

3)日本の社会といろように.一定の地域社会の令体

4)封怨社会とか近代社会とかのように.特定のt1;展段

階をなす社会体制

5) r社会の発見」という言葉の示すよ弓に.近代にら!

って市民社会として意識されたむの

このように分婦される意味について見ると.次めよう

なことが考えられる。上述のが典からそれを沿って見よ

つr

上のうち1)については，社会学上，その本f司令綜

合と見るか分磁を含むか，命後{本としてとらえるか，

n会心または糸l司心を智定するか，社会関係ないし
心的情li作用として抱復するか.というような問題

が生し.形式社会学に見られるように.広義の現実

の社会に対して社会化の形式としての純社会的信伏

渓の社会も考えムれる。

2)に関しては，現実の共同生前体のすべてが討会

と考えられるわけで， ょこの紋に.3)や4)のよ 2な用

法も生ずるわけである。一般に「社会J 1:称すると

きは，t長聞に限定しないで，このような広い用法を

さらに鉱大し. 1)との関連において.人間の共同空

活のあらゆる側I舗を含む全体を憲味すべきであるd

このよ弓な定義によって，「社会」とはJ人間の結合"・

“結合されたむのの形態"・“結合の形式や性格"等を指

すのであるとすうことがよく分かる。

iiil人間の生活的結合

1かし，我々がここで分らなく伝るのは.ではf人間J

とli何なのか， r結合」とは何なのか，と言うことである。

これを考えて仔くのに，アメリカ社会の例をあげよう。

約400年前，アメ 1);市大陸にヒ降した白人は.I!!耕・牧務

によって新しいア 4リカ社会と文化とを築いて来た。後

に工業がU日わり，黒人も解放されてf見在のアメリカの社

( ，1.1 
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会となった。そしてぞのア dリカ社会1):進ろれている間.

ぞれより以前(o}万骨にわたってアメリウ k院にf~l[i( ・ J守

11'1\ ・ 小園芸等を常み~らして出たインディアノi主r))社会

と文化は，或いは滅ぼされ或いは衰えさせられて行った

のである。こう叙述して見ると、「社会」とは{司か， r人

間」とは何か， F文化Jとは何か.と言うことがおぼろげ

ながら分って来るようである。つまり.r社会Jと言うも

のは生き物のよ 4なものであり，形成され ・発展し ・他

の社会と交渉(連繋・対立 .ll(緊 ・支配 ・吸収 ・消滅さ手

の作用)レ ・内部構造を変化させ別の性質のものに変り

ながら生きて行くもの，と見ることができる。これをも

っとくわしく見てみよう。

アバリカ大陸1:..1-1込lた白人達は、鉄製の斧r.:t!jって
いてそれで原始林を伐り倒し、そこに畠をつくり良械を

して殺物を多量にと Jたe ニJ1は.それまで fンディア

;..:.童VI事oらないものであり.Trわな・いものであった。こ
のよとを行うのに.白人透li民とmとを使ったが，これ
もインディアン速の知らないことであ「た。内人i主，J更

に，ふだんの交通に馬を使い，防費~m，こ鉄製剣 ・ 鉄6包・

馬・木造家E交を持「ていたcl1重穀農業ふする以外ーこ，牛

馬を連れて来て広い:EJ自で飼コた 依等l主i金 (I~使'111

かりでな<i!lHをつくりもした。その道誌のぬである鍛

冶堅もいて鉄を鍛えて鉄製の道具をつくった。ニれらは

皆.インディアン達が知らないものであった。これら，

牧物にしても ・畜産物にしても・道具のむとである本付

や鉱物にしても，やがてその土地から得られるιのとな
η，それを加工し消費する つの，、ター〉が成立した内

これをふつう政守は「生活J と呼.hか.それらを行うた

めに人々は“協力"乃全“共同"したωで事うる。そして，

f〉ディアシの大然のj守猟喝て'ある森林が，白人i釜の儀

場 ・枚持に変えるために伐られ焼き払われ，湖に水l'飲

みに来る箆が臼人の鉄砲てうたれて滅。'食料がイ:足し

たインデ fアン達が冬の飢えに耐えられず白人を製勺た

時，白人はがっしりした木道の家庭の中で鉄砲を昨日て

防戦したのである。弓矢で"i.(/尖したインティアJ は.ik.

砲の伝Jにlト・たまりもなかった。白人l主役来蓄をlfiやし，

そ05人達と“結合"してインヂ fアンとの対抗をはかり.

後には逆にイ Jディア〉討伐を昔、てるようになコた。.!iI(

る例で1t700余人のイ〉ヂィアン村(キ 4ンプI也){?凶み.

4寄にテント iこ火をつけて焼き殺したu 逃"ょうとして

出て来た者lム鉄製の鋭い剣で一万のもとに切られたの

であるo -i~1守男f;!:!f問わず.皆殺しにし たのでー毒性をの

がれ宅主のびt:人は数人も居とよかったと長う・。 ニの他‘

白人の持ち込んだ病気によって f/ティア〆は火!JI.に死

んだが，前述のように食料j~取地・狩猟Jt!lが荒されたり

1 ~. ， 

とられたりしたための食料不足や，自分の居住地からit:l

いよけられて埋ま嶋か変ったことによる困難加重等のため

に.非常に多くのインディアンが死んでいったのである。

このようにして.白人の社会は栄えるようにら:り，イJ

ディア J の社会はほろひて行った。この泌合.ア d リり

社会もインディアン社会も均しく人間が結合した社会で

あって，インディアン社会では人間が結合していなかっ

たとは言えない。集開が犬同団結せず，各集団体の{闘j4..

数は少むかったとは言え.人々は結合していたL，チャ

ンとした組織を持っていた。人々は氏族に統合(要事分け)

され，その氏飯がいくつか集って中H耳体の部族(これが

ない均合もある)に，そしてその部族か合わさっては

つが普通)種銭に統合されていたロ極族lよ苫話(中の偽

成員のコミュニケーショシ(結合契機)手段の線幹)を

共通にした一番基本になる集団で，更に同績のd語が通

ずる種族が集まって必合体をつくっていた。これが，内

に対しても外に対してもまとまりのある級人範囲の集団

である。インディアンI;t.， 二のようなまとまり方 ・集問

のヲくり方をしていたが，その支配地域は採取 ・狩猟と

てまう生活資料の獲得方法の性賃上人口に対して広大なも

のを必要とした。 fヲロォイ(述合体)は九口2万で，

略q現rfO)ニューヨー?什l全土を占めていたし，オジプ

ワ(連合体)!i人亡12万数千で5湖の北停を主にして沿

岸を占めていた。このインデイア〉遠の上地の占め方は，

自分の占i攻地械に他の異分Fが入って来ることを武力で

遮るもので，里見在の領土慨念とは遣うものの.やはり一

つの “領土"の扶E告が一定期にはその居住地峨に仔告し

ていたことになる。そしてその限界は，徒歩交通であ J

たので，馬を交通過信子・段九使っていた諸民族のように.

広火な地主義を占めることができず.こま切れ状態であヮ

で。インディアンの領二の状態はこのようであったが，

この領七の慨念を破って，白人迭は彼等の領土の中に自

分遥のAH井地・牧金地を鐙設して行ったよとになるe し
かし.1"1故このようなことが可能であったのか。

*レJヒューパーマンf，.~リカ人民の歴史岩波新書
ニれまで見て;長たように fr士会J は人間の r結合J で
はあるが，単なる“結f?"ではない。 r白人の社会」が「イ

J ディアンの社会Jに入って行った時li.インディアン

の(PIJからはぶと「白人の社会J1:1 ..土石流"のように b

見えるorインディアンの社会Jにぶつかり時にはこれを

つき崩しバラバラにして，逆にその構成重l!j震を自分の体

内にとり入れてた勺て行・;。白人は，自己の生物として

の身体{あらゆる動きの源泉い斧 ..f(!..鍬 ・馬 ・種子・

極牛等を持ち，それそ運用する知識と筏術を持ってイ〉

ディアンの社会に人 Jた。そして，まずそので-fillことり
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ツくのである。長い矩否と交渉の末白人Ij:上陸を許され

f史料用の上地使用金詐される。この“土地"は，それま

でrインティアン社会Jに在り， r (シディアン社会」の

f，Y!1l主要素の一つであったものである。この七地の上で前

述のような自然→必要物→消費の循環が始まる。つまり，

r主活Jが成立し，「白人のアメリカ社会Jが成立したの

である。こう見て来ると，「インディアン社会」には.“人

間"ばかりでなく“土地"も含まれていたことが分かるω

また，「白人の社会」には，人ばかりでなく.斧ゃ1(1ゃ鍬

や険矯植物や牛竿がその情成妥業として含まれているこ

とが分かるa 「臼入社会」は更に多くの土地提供を「イン

ディア〉社会」に要求し，インデfアン社会はこれを提

供するιとによって自らの社会の生命を縮めたのである。

この土地提供は.!l~時は武力て\或る日寺は金で.そして

他の時は酒でなされたが， ノマデ 1'yク1;;インチィアン

か何年同かに巡回する隙に占MI!¥L. 1;1や鍬・住居 ・村落

を上地の上iこ7ワダ'1 (鍬立て)し，その既成事実によ

って土地取上げを行なって来たのである。また時には，

そらこに尉るのが邪魔であると古う ことで，何千年平和に

暮らして来たインディア〉を何千キロの速くに追い立て

た・。むし，インディアンが無llt!に白人の居住地をどかそ

うとすれば戦争になるし‘これはイシディアンの負けに

t;tるのは明内であった。このように，いろいろな形で占

拠された上地は，鍬立てされ，インディアンから見ると

同復下可能な状態にされたのである。しかしニれは.白

人から見ると.アメリカ什会の発展であった。

ネチェロキーは平原東部からオクラホマに追われたω

lV)人一物一土地の結合体としての社会

今見て来てはっきり分かるようにf社会」にはその“情

成要請を"として“人間"ばかりでない“土地"もまた“道

具"も含まれており，更に“対象"も含まれているので

ある。災は，これらが "結びついたもの"が「社会」で，

単に人間だけが結合したものではないのである。ただ，

この「人間の結合」と言う湯合，辞典で言っている意味

は.上にかかげた“生身の人間"ではなく，“人"と“道

具"や“対象"時には“土地"が結合した「活動スタイ

ルが成るパFーンを持っか志向している活動体乃至活勤

務在体Jのことを言っているのではなtゆ=と考えられる。

そうでない場合，上述のような“白人社会"は鉱大発展

するが， ・・インディアン社会"は縮少衰滅するとEZうよう

な事柄は，どうしても納得が行か伝いからである。白人

とインディアンを較べた場合，生物的な人間は.少々の

人種差や文化的訓練・知識等が異なるから能力や活動ス

タイル ・その方向が巽なるとは言え，その差は僅少で〉あ

るのに比べて上述のように社会的には非常に異なってい

樗

るε それは何1&かと言え11，上に述、ιた人と物が結合し

た形の社会的人間乃至文化的人聞がJ基本的に相互に違っ

ているからであるa これはその後の両社会の展開の原因

そかなりよく説明してくれる。また.r結合」と言っても，

生物体として“生身の人間"が栂互に連結できるのは俺

〈限られた錨l習のことで，多くは れ道具"や‘・対象"や

“土地"またはそれらの複合物によって連なるのである

これは，裸の協力の日目jとして出される“綱引き"一つを

例にとっても分ることで.“網"は一つの人間の造り出し

た “手段"てあり，擦ではないのである。 +目撲IH望に近

b‘が.個人技であり，協力ができない。動物のそれに似

ているむこのように.“生物的な人間"“生身の人間"は

相互に結合するのに限界がある。人間が結合するのは.

社会的に生み出されたものを通してであり，従って 結

合J も人間が創り出して来たもの. 生物の主主~脱皮して

新たに創ったものであるときうことができる。

以上述べたように， r社会」は「人関Jが結合されて成

立しているのたとすれば，この「人間」はり色物的人"

と“物"とが結合した“或る方向を持った運動体"てあ

ると認識しな付ればならないであろう。“市民，.~主とと言

う苫葉や “ブルジョア"と言う言葉などは.このような

“成る方向性を待った人ー物結合運動体"を意味する f人

間」の額であると考えてよいであろう。「市民Jは.それ

までになかった生活スアイルをしておη，考え方 ・行動

の方向が独自のものを持っている。「プルゾョアJもrrlj 

民J とは割り方(分額規W)が遭うにしても.生活のス

9 (ルや外界の認識・ィ1@1続準等独特のものがあり， r市

民 の上位合とf5H援に考えることができょう。この運動の

独自性について.それがあるから二そ fプルジョア」が

成功するのであることを，マックスウェーバーは述べて

いる。この rブルジョア」と呼ばれるのは. Iこ述したよ

うに人間が他の手段や対象や土地乃至それらを対象化し

て持っている金と結合した運動体で，国民国家とか・定

域の経務社会の基底を形づ〈るーつの単位である。この

“運動体'¥私はこれを“人間活動{事"または“生活経営

{本"と呼ぶことにするが，ば前時代には見られな‘いもの

であった。封建時代には，その基底になっているのは，

百姓と呼ばれる農民であった。これは.その後の農民と

違い，武士(領主)に隷属していた。“土地"は武士(領

主)から貸し与えらtL耕作をまかされていたものであり，

自分の土地として勝手に先貿できないものであったε そ

して収槌物{;1:6・4か時には7: 3の比率でまず武土(領

主)の方にとうれてしまったのである。その残りで百姓

の家族は使命を維持し，労働力を生み出す再生産Eをし，

ぎりぎりの生活を立てなければなら伝かったe そ.h畝.

1
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道具を改良し，馬等の動力を強化L.肥料をやって田畑

任肥やす余絡がなかなか笠まJLなかった。しかし，この

。武士(領主)の下に百姓』がいる生産生活形態が，武

上(領主)が階層として打倒され消滅してから， r独立し

た良民の経営寸るものd に変ったのであるのニの “惣立

した農民・1ま，誰からも土地の支配を受けず，金さえ払

えばそnを質うニとができたし、それまで祭止され不可
能であった自分の儲けのために生産することができた。

生産は農産物だけでな〈，それを加工する織物等にも及

λだが土地のみならす，生産のための原料・材料・道具

の進歩したものの入手の自由，生産物の販売の自由，生

産・販売のための交通の自由を要求するようになった。

アメリカに渡った白人達は.このようなF独立した農民』

であり，比較的抵抗の少ないイ〉ディアンから土地を得

て耕作・牧畜し.その生産物は自給以上のものは売った。

売り先は南部のタ，{コのように本国のこともあるが，北

部の小麦のように本国の生産物と競合して売り先のない

ものもあった。これらは，北東部に織物や皮革加工 ・木

材加工 ・金属加工等の軽工業基地がつくられるようにな

ってから，そこに供給されるようになったが.このよう

♀軽工業基地をつくることも促進したのである。「プルジ

ヨアジー」とは.このような性質と性向を備えた“生産

生活経営体"なのである。

v) r人間」・「牛.活J・「生活科学」

r干上会lま人間の結合」であると言う場合の「人間J と

は，今述べて来たことでも分かるように，“生物的人"t

“物"か結びついた運動体ときうことができるが.それ

は夫々の活動特性の側商により“生産的人"・狭義の“生

活的人"・“社会的人"・“経済的人"等と分けて見ること

もできょう。“生産的人"とは，外界を加工し自分の宅福

の中にとり入れるため，物(道具 ・手段)を装備した人

l人間活動の側面)のことで，外界を加工し生活にとり

入れる能力が問題となる。“生産的人"は，生産の楊にお

いて，その生産にかかわる人と人とのある樋の結合を持

つが，これが全体社会の結合に大きな意味を持つ。これ

は，労働の関係でもあるが，これを狭義の生産関係と言

ってもよい。狭義の“生活的人"とは，消費生活のため

物質を加工し ・配分し ・消費する装備とシステムと様式

を持った人間(人間活動の側面)のことで，その消費内

容の豊富さ ・多軽量さ ・質のよさが問題となるし.そのた

めの装備やシステム ・様式が問題となる。この消費の渇

合も.消費のための人と人との結合が生ずる。これi-“生

活関係"と言ってもよい。生産から消費にいたるとは.

生産物を分配し運搬して消費するところまで持って行か

なければならないが，このような行為会“流通"と言い，

( 7 ) 

これにも人間の関係がある。が，これは「経済学」では

大分類では交換され価値実現される前の行為である放“生

産"の中に入れられている。生活科学の場合ーこれを，

最終消費行為の覇軍与ををつくる流れと して，つまり環波形

成の・過程として生産と一指する}jがよいと考えられる

ので，そのようにすることにする。

“社会的人"とは，上に述べたような人間の直接的な

運動以外の，またその上にある，人と人とのかかわ ηを

反映して活動する人聞のことを言う。この分績に入る人

間は，この1也.u文化的人"とか“経済的人"とか言う*'
で呼ぶ4ことができるもの色ある。この h人"は，前述“社

会的人"に含まれると見る見方もあるが，侠義の“社会

的人"には含まれないと見た方がよいであろう。 rt.いI!
味の“社会的人"を対象にその性質を追究する学問が『社

会科学」で.狭い意味の“社会的人"を対象にその性質

を追究する学問htr社会学」と菖うこともできよ弓。ま

た，“緩済的人"を対象にその性質を追究する学問が「経

済学Jであり.“文化的人"を対象にその性質を追究する

学問が「文化科学」または「人文科学」と見てもよいで

あろう。

このようなやり方で行けば.“生活的人..を対象にその

性質を調べて行:学問があってもよいし，それを r生活

科学J と語ってもよいであろう。{E!し.これは侠い意味

の〈生活糾学〉で，人間活動はすぺて人間の生活なので

あるから，その意味で え生活科学』と言う言葉を使う場

合， 人聞がまきおこす物質連動とかかわるむのはすべて

r生活科学』と言わねば信らと;;~ ~。しかし ， これは科学

やその領威について考察するときに大切であるが，今「生

活科学」と言った場合は， 1-記の狭い意味で考えて行っ

た方がよいし，行かねばならぬ事情もある。このことを

ふまえて r生活科学Jとは，人間活動のうち，消費にか

かわる人間活動の側面.それとつながる物質運動(物}

の佐賀を調べるとtまうことになる。
「社会」と長う言葉に俊われている「人間 tと言う言

葉の論議から，ほからすも人間活動全般をさす r生活』

の意味と，消費の活動をさす「生活J の意味とF寄与てヲ

の;窓味があることが分って来た。そして，そのどちらに

もそれにかかわる“人間の関係"が含まれていることち

分ゥた。この人間の関係の生産にかかわる商が“生皮肉

係吋であることも分った。が‘もう一つ明らかになって

いないのは.rや士会Jとr包括aとの関係であろ「。これ

をどフ考えたらよいか。

これを解くには， r社会Jとは(nJか，を考えて行かなけ

ればならなtlO r社会Jとは，先述の定義によれば，基本

的にl士「人間J の結合.集合を意味寸るのであり，具体
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的にはそれの具体的なあらわれである国家や地方自治体・

集落・家政・その{也の集団 ・以上の地空主的歴史的変化形

態を指すようである。従って r社会 とr生活』の関係

を知るには，“「人I:.nJの結合"と fJ七活，との関係を見

ればよいことになる 前にも述ぺたように， r社会Jの定

義で言っている r人聞けム裸の生物的な人間ではなし

道具を持ち労働対象を或る関係で予に入れてそれに働き

かけ生iJ'・しそれを販売し収入を得てそれによって生産と

消資のための必要品を鴎い.消費でも或る形の人間の組

織を持ち消費用の道具を持って特有の仕方で消費過程を

11'なって行くような.そしてそれらの過程をう まくやっ

て行くための知識と技術を持っている“活動体"を指し

ている。このように，『社会」で言う r人間Jは，人間を

活動する人間として全体的に見ており，結合を予怨させ

るあらゆる;t!fントで見ているのであるa 従って.この

r人間Jは単なる人間ではなし「人間を含んだ人聞がま

きおこす運動体J，より正確に言えばr人間がまきおこす

物質巡動体」なのである。体とは，物質の遥りとかシス

テムと呼ばれるもので.その遂動を担っている物質成分

の連りと考えてよいであろう。

しかし，このような「物質運動体」を「社会」では何

故 人間」と言っているのであろうか。これを考えて見

ょう。この物資運動体の成分は，生産では人間，組織，-

道具:ー対象，=(環境。)であり，消費では人間2・(組織2)

ー用具2対象2=(環境.)である。組織，I.:t生産のための組

織であり.対象Lは生産用の対象である。また，組織，1;1:消

費用の組織であり，対象2は消Rfflの組織である。はじめ

に奮いた人聞は，この連りの中では“主体"と苫われ，

この人間を主動JJにしてこの運動体の運動が起こる。人

間，I:t組織1を動かし，道具を使って対象の質料転換をはか
る。組織lにも人聞が含まれているが，主体lの主導で運動

をする。この組織，;6>人間eつまり主体である均合もある。

人間zは，組織zによって準備された消費物資・消費便宜を

消費する。この場合も，人間2と組織a由、重なる場合がある。

自炊などはこの例である。このようであるから，人間1も

人間，1:"，その活動を代表する，つまりその人間の名を呼

べばその活動状態が分かηその特性が分かるようになる。

従って，実際には，このような「物質運動体Jが相互に

寄り集って一つの活動集団をなすのであるが，人々はそ

のr物質運動体」を動かしている人間に代表性を持たせ.

それを「人間」と呼ぴ，その「人間J にこの「物質運動

14>. Jを代理させ.意味させていると考えられるのである。

本生産だりでなく，流通や結合(政治}・文化(教育)

に傍わる人もいるが，生産者で代表することとする。

vi) r社会科学J と r生活科学」の違い

J
十
h
a!
 

aよミF

子

以Jーで， 礼会Jできう「人陪Jjの窓昧が分かったか.

1吋紋“「人間j 0)結合"と 15 うような dい方をして~みの

“「人RlIJ の結合"の~動の状態を表立ってfまわないのか

が問題と Lて後る。これiム ・沼会諸科学"では「人聞

の結合 ・関係に関心があり，そこに注意が.!l.!中され.戸干

葉 L結合や関係と言う須のものが重視されるかうと考チ

られる。しかし.そのため自ら使用している「人間i ヒ

~r~ f1葉市2・・人間の活動体"であることに気づいていた

いようである。実は “生活科学"では，このr[;動と言う

ことが非常に大切て，これに照明を当てて行かねばなら

ない。食・4父・住を考える渇合.結局はこの均台ゐ産動

ときうところにげきっ〈のである。また、“?社t会諸科
では-人間の関4併係z系:に!d.iJが:1行子つている舟か忌ら.他の人と関係な
:行なわれる行為については関心が殆んどないc が.“生

活科学"ではこれは.is究の中心問題になる。例えば，食

の栄~にしてち衣のデザインにしても住に関する諸行為

にしても，“社会諸科学"ではそれがれ主体が独りでする"

弓ちはとりあげられなし'.“主体以外がさせる"とか“全

体の問題"となったとき，はじめてとりあげられる と

ころが，“生活科学"ではこれははじめから中心の問題と

なっている。このように，“社会諸科学"と“生活科学"

では.関心も具体化された対象も相互に異なるのである。

ただ，元の般になるものはーつで，それは「人間の物質

運動J と言うことであるが，“社会諸科学"では，「人間ー

の関係に力点が置かれ，“生活科学"では「物質運動」に

力点が置かれていると言うべきであろう。ただ，“社会話

科学"も「社会」を「人間のまきおとす物質運動の相E..

関係J という眼で見て行かないと.公害・交通 ・都市問

題 ・住宅問題 ・居住(地)問題等に誌がった現代の社会

問題を解くことができないであろう。つまり，両者は同

じ物の側面の違いにすぎないときえる。そして，「人間活

動全体J を言った 『生活』は. 両者の共通のJ;I~礎で:1，る

とパうことかできる

これまで言って来たことを図にすると次に示すように

なるであろう。

以上で，.生活"とは，人間活動のことであり，“人間

がまきおこす物質選勤"であることが明らかにされたと

思う。ここではこれを r生活Jt表現することにしたが，

これには生産と消費その他の過程が入っており.“生活f;↓

学"ではこのうち消焚をとり扱うe これは “主主い意味の

宇活"で.これを r生活J と表記することにした。人間

の生活過停にはこの生産と消費の外にもまだある。それ

は統合とか文化(教育)と呼ばれるものである@これる

由~~(本になったもの由主社会つまり人間活動体の全体であ

る。"生活科学..Iムこの全体の仕組みを認識したとで.

(バ j
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図一1 ・統合 !政治・irJfi. ~点字t ・ 3惣 '1，-;灸 .frr'" 

ごのlj;¥.!!G主の r'ti活』を追.1tt.なければとよらなL、

2・ r物質遜動Jの佐賀

rIU~J もその"・)二段えら Jl ろ rr河野Å'E釦J は

どんな性質を持っているのてんろうか。去して，そil.lt

どんな形で r'F.I'Ji， (/J中に占詰LていろのかりZてみに

~ \~たた ， '生活』ぶだけちる竹別なtj.'t'{については. :~ 

でdiぺるふとに.tろ.

i 1 !-Q腕~J;: ある

!咲子.~~ ~ J ~づか取って分子をゥ:る。与子 1'1; '\ バち l 4 ;-') 

f.:必合の{土ね今 Lτおうト Fを~) ~るe 二の高分子~J1llに

侠命のbとにマーotごととえられる物質カ;(-i-{tし.Þt!!4:~o 

2空I!)I・の前にそJt.-，ぷ生命ヘと ftl廷すろ。

ltXHt.壬れより4、さいむのはないと符えられていた

が.員近IOlllfq)拘.I1P7の発注によって.その'I'/J:!i.!.に局
子と買H ・ '1'怜子力I~" b~ てHることが明ら時・!二なり.

廷に近従兄IにふのJl!-f-・中代子.i中，61'..)ろいろのrf泣f
で成勺で日る 1ニとか解明さ.(l!了。

'1'.命f.t， J7;.1竜かみ :'iHJをとる(也家公~1lめ'と物かう守fi J._

Il， そのllJ t，・ら(1 十;Wt~lをの宝物Mf労力:主まれてうて， t也

~ !:&l) (1 r.~ "..j::誌の必心'i:揃い， ~見 (EJJぷ防 .j企初 ・針物

と 17 丹空~)時引用・エィヰド-11，品開を定成し t;.. fJI代の生

物11大きく， r被上r，. hlt物・動物に分』認さil 'Cいるo -
v)!Il!1tちIt，身体~:!(える機鳩として外m昔のらのと内 rl

f告のものに分Ilろが.内-rt惜のものからtrst動拘が'U
H.その111かう'ifHHI')tちが生まれた。"(千推動物lま水!eの

男堅守l'ltt1• uでHt敏・ti;ftH'顎 ・ ~骨_ÎIi，昔1と I'lJJ:の品'J ''tn， ・

~!11m . 鳥観 ・ 附乳{'({へ分 1じして行った。羽ì~lfI'i:t.胎

訟をHったもの ζ持たJVいものlzPれろが. I}fi僚を~!つ

.tE:'H. ii-:_ ;-;.hれるむのは.ι-f，rJ(;ll・T苦子治・2全i"ij"j.
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fr' ;ご .I\_.~. ・H る.この雪室長却が廷に浪;ii 1m川 ky)と鋲;頁

lapt> に分11.役者が寸 7シ"'1~ 宇ン・チシハンシー・

2 ・人に分tJ.tt.人かお人・l白人 ・何人 ・現j1t人m
に分かれたを;-;;{ら1lる.fQ_ {t.:ワヘYiI :nι~，!::しτlま'!Ii

'C' .ちるが，身体的特徴Fこ I ~ ljその1"tr~ '.' ~っかに分11 ・3

れている.

~4l;) ~見てよがると . 日fでもがlfifJにttが勺くよとて

わる均九 二Il:，由;fQ階自ヲに主，.. えられていると??うニとて

ある。 ，lた. こ ~i らは r物質Jo1!BiI)Jの状憾で，わるよとか

分かるし，iI.Cにそめ物質逮動にV)JlIする物質のjt.;j，I)WI 

f?の状態)でもあることが分かる。 ~1l Jかえ心なう，:).2々

にその ~tちff運動作」特有の li き l示 . f，;，J Jj.l;'あ之I し曹

それ I-! そはそ情成して~ l~，均質及iJそ cJ)t:liU ウ_j 1，から

決マいるのであろ。

ーミtこ，人lUlの段階にいたった哨乳前物の遜到のし均舎

はτ見工う.人間む.他の生物IcJtr. 外界に働~ t，r'I"そ

HをH;内にとり人H，そlt今自らの!HI.:こ{ヒL. そ111
でゐつ1.:1判事の部分を呉{じして体外::jJI-11Iし.生命をw
t.， '1・る。が.他の動物と "Ji:J.:るところ11. 人間lif.足を
(史りて，nuを(>1!いやが:火守{史ぃ，更に1二Aを・「るよう
に仕ったと訂うことてある。そしてその1111.l'f(iの“人

の記lllJ'・"人の共同"を.ウまり『社会J I{. ゥ~ -J /ごわて

ある.ニJ)rH会」と1:1:， 1でι&ペたよう屯:. '1;;苛・;1'，

?をt.:わたる人聞の活動の全体の二と今汚い r人-t旬結(i

ill削11>Jウ手り「人間物質運動体』と見てよいであ〈・う.

これ1;，).1mや生iJfが光良しな:Ji・7た時間かろた迭した
"1代へと巡ったものが生まIIてJo: ')  ，その利償金 -f1;し

て記ずとり:の上うになる1:HuH''::いるa

1. 1三A'H宅金.特定公人が， 1:1にとよい

(1)共同‘('j[物をとり.γ''j'に分配寸ゐ t昂(q{jJ与n;制
cl{われるj
11. Itl干f.f告を.持t主・々人が，持つ

12)民l井・牧命F士会・ご.特定の舷))1討が上f也ばか"で

な<. 人む完全支配ずる体制そ謀本と -t ，;~ _/t.. t!~り

般の/t!(凸(¥J'(;.r.制!::f.I 'l~å\;LtJ とか;7わ il る}

(:1沖t定の押'h)}I'iが土地をえrie~るが人ち II'.!J~ 之内~ ft

る。{ほしそ0)/混合力t弱仁身分制1立<sに主ヮてλ

円dし.i也1¥:'.:.'f;納占せるむの(tfll!!.li佐川とかIi{l

1:制 ・ 畏奴制i手と ß'F':~'ilるj

(.Iln定のf-itJ首カ:， t守RlJ日Ugを支配， i州1・、Cd
宇陀.jffimr.空間等生;1j"にかかわるあう杓乙 L-" 斗
支配して生皮をff:;;~'， ifi'Gi' IJそれtこ影符そろげ

て ffなわれる It:制(問f\;資ぷj:~ ，，::か資本 ti日と

a.y:ftιζ} 

日1. 生広子段，?， 特定ヘ~'，1)・Ii::・1"， ff.会"I"体Is打"

、，』-i
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(5)ー乃至数集絡または小地域でしかむ原始的な生産

手段の状態で成立する原始共産制と異なり，国民

国家で成立するもので.生産と分配の平等体制。

現住試験的にいくつかの悶で行伝われて¥.る。論

者によってはこの試みはうまく行ってい住いとき

う論議もあるが，この行き方にむいろいろのもの

かあり ， 現(f:全部開発さ 4~つ〈したとは言えない

と言う主張もある(社会主義とEZわれている)

このような.人の社会の発展図式は， 1でも述べたよ

うに.人と物の結合した運動体の，その運動l;f>.を形成す

る物の供給.特に生iW手段の供給を特定の人が制禦する

ことによってその人の偶体 (含家族)及びその制禦偽情

そ維持すると言う全体後憾に光をあてて示して見たもの

で.物質代謝体としての社会の姿を示している。そして，

段階毎に物質の結合のし方，部分及び全体の要求 ・行き

加こ特性があり.それがその社会の特色となっている。

このように，「物質連動体」は，無生物の段階から生物

の段階，更に社会の段階まで，夫々段階(発艇の段階の

むのもある)があり，その段階毎に運動の特性としての.

また諸構成要素の内部的な結合に夫守の法則・|宅があり.

外部との連りつまり全体としての行きJjにも一定の(法

則的l視則性があることが認められるのである。

ただ、注習しておきたいのは司家粒子・身、子 ・分子f立

主では.その行動は殆んど決ったー定方向の動き方をす

るが，(.lj分Fになるといろいろの方向に変化しうる。生

物では，この高分子が組み合わさって体ができているが.

Zの行動司能の多様性を如何に一定方向に向けるかと言

句うことが問題になる この解決としτ.細胞段階では高
分子の酵素が触媒と1.て作用して上の目的を達成するよ

弓に伝っている。しかし.この物質運動が生物の(自体の

段階になると，その行動多様件ーは脳神経によって・定に

制禦されている。これが，人間社会のように，個体を越

えた集り，人と物との結合物，廷にそれらの集りになる

と，この運動体の部分及び全体の行動制!裂はただ単なる

脳神経系だけの作用ではできな¥10 ネ十会の中に，頭脳に

当たる作間1M・必要で.この作用体が全体の中の各個 ・

古fi分・及び全11>-に作用して.行動を或る方向にとうせる

ようにする。また.その社会の中のち倒がそのように納

得乃至条件反射してそうするように，各{闘の脳の理解及

情的の作用を利用して語りや宗教が，言いかえるならこ

れ I~，は諮り作用 l本や宗殺作間体であるが、 それらが成立

'J-? ，結りは全体がどう動か~ければならないかの基礎

的な理解をけかせるためのもので，首は専門Iこ“語。]部"

t;;.とが代た。が，J見夜では国立の俄問や民間の偽関が諸

学問と;'1'・う形でニJtを行なつでいる，この中にはし。るけ

居
， 
、.
2・

ろの流派があるが.権力犯握者はその中から自分の活動

に合ったものをすぐってとる。全体から見るとそれはあ

る偏リを示すとも雪えよう。 教科諮問題なども.実はこ

のようと主と ごろに恨さしている。 この函では.恋意て・2

く思性と科学ttが宅まれる所以である。宗教はこれにやI

し情動に訴えるやり方で.本論では広い意味で儀式 .l.r. 
?しも含めることにする‘宗教は.前述の理性の部分かif1;

大十れば，鮪少後退する性質を持っているが，I;t.かなか

全部なくなると言うわけに行かなしh 特に儀式や儀礼は

新しい社会と言われる社会主義になっても形姿は変った

としても銭るのである。情動的起励作用体である。

以上述べたように，無生物・生物・人間社会(生活)

は.これらを通じて共通の運動法則を持つと同時に夫々

ω段階の運動法則を持勾 jた守別な特性をも待つのであ
る。特に司生物の自己保与と向己再生産のための幹整備，

人間社会の間体を越えた自己保存と自己再生産の検情.

・定万|白jの行動の発現形式及その減泉等が分って来た古え

それらに注目する必要があろうn

ii)段階毎に法則がある

物照的な現象は，素敏子l主泉佐子の，n京子lよ原子の.

分子は分子の，高分子は~分子の夫々干YHな遂動があ り .

その法則を究めることが科学であり，その中のいくつか

そ人間のために利用しようとして体系だてたのが妓術で

あると考えられている この段階は，上述したようタ大

η矧の中でむ段階かゐ 1). この太分額を超えてつくられ

たj軍動体にも段階がある。 liij者の例としては.例えば水

li雨水0)水と111になった水 ・海の水とでは運動状態がw
4・1)，人間は大雨や洪水・津波等に台?に心を配らねばな

占与・くされているし，後者の例としては前にも述べたか

水・土・砂 ・除 ・木切れ等の混った念な派れである上石

流が，川厳令鋸り停をと両日り川のないところも/11にし家を

ヲぷし人や帝禽を粉々にする程の非常I;t&査機j]を持って

¥.る等がある。

生物の段階では，それは無生物とは違った運動法日1J，

1生命活動」を持っている。それは “外界を同化し異化

して行く過程で自己を再組織して行くもの"でそれによ

って向型を保持して行〈のであるが，これがあらゆる生

物に共通に存在する。ただ、これは中が植物・動物にま

たは微生物・値物 ・動物に分けられるが、これらは栄養

のし方で独立栄袋・従属栄養・混合栄養に三大別・されるD

植物は主に独立栄養(自主栄養)形式をとっているが.

中には寄生他物 ・食虫儲物のように混合栄養のものもあ

る 動物は従底栄養{完全動物性栄養)で.微生物は自

士栄妥・従属栄養・混合5詩集云者のものが含まれている。

微生物は，生物を動物・捕物の2大分類すればその中

1
 
3
 
1
 
1
 
t
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に入れられるが，植物では目白 .fiiit貢か.動物には{原生動

物か人る。前者は-A:々 5r9・9門で.後者はl'l王界をな
才e 

*岩波生物学古事典 p.82. r 

植物は. L述の門の外，コ γ情物門 ・維1':4i植物門の
2門があり，後告は更にシダ植物 ・潔子植物・被子値物

の3亜門に分検されるo これら分額されたものは.夫々

1き白の運動方式があるa被子怪物は双子葉と単子葉の2
斜iζ分けウn.それより下は我々が知づているプナ ・パ
ヲ・内1)・イネ ・ネギ ・ランミ事の値物そ含む'自に分額き

U.更にその下は科・属 ・種に分類されている。ごれら

の植物は，分額(J)段階毎に特有の性質1f持ってし必。

動物は.前述した原生動物以外に後生動物があり， 2 

生E界1:なっている。)原生動物はこれも一つの門となる。

後生動物必界は、中生動物 ・側主動物 ・真正後生動物に

分!-)られるか.前者に(j.中生動物門 ・中者には海綿動物

|勺 ・後者には腔腸動物門から脊椎動物門までの14門，分

績のし方によっては29門が含まれている。これらの川iム

犬苛特有の形惑 ・運動をする生物体の集合で，そのqJか

直に綱ー呂・科ー属障と細分されている。これらの分頬が

形態ばかりでな J (運動の}性質の分類にも伝っている

が，このことの例をあげよう。存機動物 {門)は魚類と

凶脚類の2上網に大別されるが，前者lま更に無顎額 .t反

皮額 ・軟骨魚類・硬骨魚類の 4綱に分知さiL，後{fーは両

生額 ・腿虫類 ・鳥類 ・哨乳須の4縦に分摘される。この

軟骨魚額(サメの仲間)には.サバ目とエイ自があるが，

サメは身体が魚型て・メL<細長く，ロは下につき横に割れ
ており.鋭い街がついていて行動迅速区つ凶暴て，あた

りゅJ魚を契って摘食するが，エイは身体が平たく尾が退

化し，内角いタコのよ今 q帝長をしていて，j毎Hまをはうよ

うにt;j(l、だりして，物をかみ砕く強い歯で海底のかたい

と主物を摘食したりしている。このように.環境に適応す

るような庁長に形憶や活動形態が変化し，一つの特色のあ

るj主動形態を形づくゥている。

陸性存椎動物は， 1 ・ でも述べたように，両性績かる~

虫煩が主まれ， "哩虫績から硝乳類と鳥績が生まれたが‘

ごれらは夫守特有の体制jばかりでな 〈運動形態をも持ち

合わせてしる s 自ijにも書いたように.両生類は皮膚を常

に水で漏らしていないと呼吸ができず，水辺を離れられ

ない。それも淡水である。それから，この方がより根本

的なのであるが、卵を水の中に産まないとならない。こ

の点，両生類は魚類と同じ仲間であり，無羊腹類に属す

る。従って.両生類は水辺を速く離れるわけに行かない

のである。しかし，その中から羊膜を持ち殺を持った卵

を産むものがあらわれ，これらが腿虫類になった。皮膚

(11) 

も乾かなi功主たいものになり.加1も発達したので、水の

ない奥地にも棲めるようになり， J偲虫類は陵地の相当の

部分に鉱がったし.海に入る種実質もあらわれ，更に空を

帯電ぶものさえあらわれて，地球表面を広〈おおうように

なったのである。身体の体制も，頭骨や街も変化し，鋭

い何本もの歯は獲物を捕えるのに使であるとと bに競争

者や敵との争飽にも強し行動も敏速に伝ったので.両

3己類の中で歯がありがっちりした体格の持主であったラ

キトム類等をも駆逐し，生態的にその後がまに坐るなど

のことができたのである。

目前乳類についても，心臓の発達と体表毛による体温の

恒渇化の獲得，卵ではなく仔を産み乳で育てることの援

得，特に有胎盤類は長くお肢に入れていた(子を大きくし

てから外部に出し育てられるようになった。~虫類が滅

びたことについては諸説があるが，地球が生物Iことって

困難な環境になっていたことは推測できる。この閤畿を，

E甫乳類は恒温・敏極性 ・日耳の情報キャッチカ ・小型等

の特性で乗り切り.外界も被子植物相に変った環境の中

でも生き残り，更に諸穏の環境の中に適応放散してfjっ

て，現在にいたるまでの繁栄をなしたのであるロこれは，

一番に運動体としての鴫乳類の体制が，n建虫類よりも環

境適応力が優れていたからと言えよう。

この哨乳類の中から霊長類か生まれた。が，彼等は本

の上に登り，烏種ではないが地上の動物にくらべるとは

るかに自由に，水平ばかりか上F方向にも移動寸一ること

が可能になり，物を見る範囲が広くしかも平行視による

測~が可能に佐り.敵の発見 ・ 獲物の発見に便利になっ

た。手を使って本の校を凋むので，手が発遥し対向指と

して使うことが可能になり.集団行動と声の合図はU'E'

発達させて，遂には人類の言葉を生んだのである。

人績は霊長類から出発したが，開甘から下り，手を更に

発達させた。と言うことは後肢を足として分離させ.直

立歩行ができるようになった。歩くことから解放させら

れた手は，木や石を道具として使P，更にこれらをつく

り出すようになった。このためには，工作道具が必要で

あるが.人類の祖先はそれを自然石の加工等で得た。こ

ればかりでなく，火も発見し，発火方法も発明した。更

に，引矢を造り使いはじめた。道具はいろいろのものが

つくられたが，そのう ち石を磨いてそれをつくった。廷

に，土をこねて火で焼けば土器ができることを発見し，

やがて植物の栽培 ・動物の飼育をするようになり，道具

も石や土器より進んだ軟かい金属青銅を発見し.造り出

し加工して使うようになった。更に，それは鉄の発見 ・

製鉄 ・加工の方法の発見につながり，人類の文明を飛躍

的に高めることとなった。
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文明時代に入った人類は.f1認や土器ばかりでなく金

環器をも使って，耕作や牧tlfを悠大し，一定地岐により

大きな人口が住めるようにした。このよう令生@.鉱大は.

人宅?のいたすところであるが，その生産指導者は生産物

が以前より余計とれるようになり一人が一家族を養去る

限度を越寸ようになると，その余剰物を向分の手中にお

さめるようになった。これは治山治水の妓術者のことも

あるが，へ守をまとめてそのようとE体制をつくった組織

者のこともあった。後者は宗教的な指導者であることも

あったが，前者のカを重ねそなえているものもあヲた。

このような社会に属する個人は.その権力者に身も心も

従わねばならず，犠力者は人々の物ばかりでなくその身

体までも，生殺与奪の権を湿っていた。このような状態

の社会を奴隷制ときうか，ギリ乙ャ・ロー?のみならず，

上記の形そのままではないがいろいろな形でこれは多く

の国・で行なわれていたのである。人守には.常に人命の

狩り出し・人力の狩η出L・生産物の{J1;出があり，生産

も上からの要求に合わせてやらねばならず，消費生活は

食って妓けられるだけで他に目がまわらず，直持奴認に

された人は人身を拘来されて家庭生活さえできなかった

のである。支配者'1 ， 諸集団~統精しているので. その

人数・財力・生産力を記録せねばならなかったが，その

方法がいろいろな形で発明され，ぞれを>>き読む者(官

吏)もあらわれた。彼等は計算もした。農業のために怖

がつくられ，この発布がまた権力維持の力にな「た。ま

た， 土地が洪水等で滅されるところでは，土地の測り直

しが行なわれ，滑IJjjtが発達した。この暦と上地測量は数

学の発達をうながしたのである。燃は天体を観測して創

り出すもので，百わば天測と地測が数学の必要をよびさ

ましたとさえよう。

* エジプト ・ ア'~シリア等古代中東諸文明地の因。ィ

ンカ ・メキシコ・占代中国2事。古代臼本b，形は異

なるがこの類の社会であったと言われる。

この古代の体制は，奴稼獲得の為異民旋支配・奴緑化，

その為の戦争を生み出したが，内部で・部の術力者の肥

，)cと奴殺の増人.一般の民衆の没洛・生活困難をまねき，

社会不安がつの『て外患も加わり崩主題する例が多かった。

次に字まれるのが.直媛生産者IJI人身主主属ではない形

の総属をrる封建制て，ここでは直接校設の形の被支配
布・はいず，人々は土地を鎖主から貸し与えられ，それを

持作することによって収穫物を自らの生活にとり入れる

ことができるようになった。但し，土地借りの代償とし

て領主ω要求する日に要求される日数だけ領主の切を耕

さ伝ければならな llO 後に， ニの:JJI動t也代と言われるも

:)IU見物を年質として納める現物地代に1tt)，更にお金

~ 一宇

で納める貨幣地代に変った。この最後の段階では，百姓

と言われた直健生産者は生産物を光ろことを目的に耕作

しでもよいことに仕る。シまり，金を儲けるために物を

1下勺で売るのである。まさに，資本主義的経営と言って

もよいであろう。日本では.この最後の段階は殆んどと

這ってよいt立見られなかった。人骨はこのような体制の

中で，細々とではあるが.家族を持ち家庭生活を営む・こ

とができた。ただ.米を売った金で商人から物を買って

笠活tf}かにすると日うわけに行かなかったので.'F活
lよ自給自足的なものであった。人子のかかる住宅も.ム

ラの中の共同でつくられた。食物は，栄養は少ないがけ

でなく.ぽっかり食になり.fl扇ったものになった。衣も

粗末なものであり，日本の場合娘がカグピラ一枚で何々

も過したと言う記録もある。ただ，材料が麻などで強か

ったから，何年七いや何代も者られるものもあった。フ

トンなども.各人に上下が行きわたるわけが伝し一つ

のフ トノに多勿が寝たが. フトノがなく，ワラブトシ.

処によってはワラやムシロがフ トンであったe 住も，土

問に寝包きするのが一般であ勺たらしく，日本の場合鎌

合 ・室町時代にはそれがかなりあったことが絵巻物等で

分るし.江戸時代には大分少なくなったとは言えそれは

ゐったと考えられる。更に明治以後最近まで，土の七に

寝る上ffi生活があったニ kが経験者ゃ話をしてくれる人

があ「て分かるし，山間部や平地でもおくれた地方では

火見できるものもあったので，実際には一般にかなりあ

ったことか推測される。封建時代の住宅は広さも土問jと

床上一間の家が多いらしく.床上二問，または初期それ

にむう一つフいたヒロ7 ・ザシキ ・ナン ドの形式のもの

は，江F五時代になって行さわた勺て11"ったようである。

しかし，小さい住居しか持てない家は多かったのである。

ただ，支配者は縫村の中に落も込み有が出，その人達が

逃散することをおそれて，常にムラの中が平らかに行く

よ4配指した。そのため，ムラの中はそう大きな凸r.!:lが
できず，人体同じ位の家が並.J.:村務が見られた。人によ

っては，問機のものそ封建的類同住どと表現しているよ

うである。

封~制度が倒れて資本主義の時代になるが， この主義

の下では， ~1lてはすでに百姓でなくなり自営の農業企業

家となる。自分の好きなものを仔きなどけっくり.入っ

た収入は自分の自由に使う。工業や商業に志した人b同

じで，好きなものを好きなようにつ〈り商いしてよい。

通商や物資交流の妨げになる関門，関所のようなものは

防止され，売買が自由になる。生産に対して，ーれをつ

くれ ・あれはつくるな等の命令や制肘はうけない。こう

して， I商工業 .l草食は向自に運営される。日広では，幕

(J2) 
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"t.明治り'11銅新たに発生した村内地主に対する現物地代

氏納の地主制度が使っており，金を拘っている1阿賀市助

が発達しておらず.社会，曹ぬも封建制廃;の時I~の身分鰍

や分際観が灘i乎に桟っていたので.雑草のような資本主

義の脅阪はなか「た。製造業も宵営の払い下げか多し

それを手にした人は独占化する傾向にあり.狭い日本の

if!貨rtil易を史に伏くする傾向にあった1 後，これらの資

本が，海外にその市}易を求めて出て行った時.人々はそ

の資本が海外て動さよいよ今内で生産基磁を固める働き

蜂になるニとそ強制され守農村はそのための労働的 ・食

俗的基地化され，またその海外権鋒を守るための軍隊の

人的要素の供出場と化したのである。従って，人マの消

費生活l主資本主義l母でlれ・ろいろの閥的がありながら向

上したのに対して..s.:固では封建制度の頃よりそう向上

しなかったのである。日本に本当の資本主義の時代が訪

れるのは戦後で，前記独凸的資本つまり財閥は解体され，

R地を鍾る地主高~は廃止されたので. 占有者官市が広汎に爆

駿されて敗戦したと言う環縫の中で，中小零細の)I築が

ゾツタリ生まれて熊1ーした。成ぴたり また生まれたり，

幾多の変遷はあったが.二重構造もよく克服して.日本

1;1生~を 1拘に進め.労働者もその割り分をとり ， 全体と

して所得地入をかちえたのである。そして，人々の消貸

生活は.はじめて向上の方向を向いたa 食l革ù~きされ.

l' ~りカから里帰りしたゑ'人b{'降、将よ〈な勺たし，衣

IJ.食よりも早くまっ先μよくなり，世界に伍して恥づか

し， .~いだけになった。しかし ， 住だけは土地問砲もあ

り、そのよう化飛躍を見ることができず.世界から“う

3ぎ小屋・・と言わn，題味や余絡もな〈働くので r働さ

気途"J .~言われたりしたのである。つまり， n本も他
の先進¥1..j...上設の凶が歩んだ道を，数分のーの昨階jで

潟千里に止ったと言うわ付である。今後どうなるのか。

日本にはこれまでにない，新しい貧困が生まれている。

都市の人は.体力的にも15年前のそれより 5Jf若がえっ

てトると文部省の調査ではきっているが.その 万で危

険な道路により外にも出られず，狭い家で動きも伝らず，

肥滝に苦し人ている大人や子炉方いる L.家庭的な雰凶

気につつまれる時間がますよす少な〈なりつつある。そ

の他.受検地t(・紘配車電話 ・殻別 ・老後の保障拝むろもろ

の例婚があ fJJ 人聞が人間らしい然活を送っているとは

思えない その中で.住宅や地峡 ・都市等環境の問地1;1

};:き('C人々の生活l主. -1ft基本的な太陽・空気 .1-. 

総与に|分織しられるようになっていないし.更に運動

や休息のための空間(必要空間}・文化のための施設や空

間それに到達するえ通か整っているとは言えな¥'0 ζれ

そ、どうしてfi<かが.一醤の問題であろう。

-:!(lI 

以上述べて来たように，歴史の各段階で，成立可能/;(.

生活が或るif;をとるように伝っている。その社会のへや

物の結合形暗雲ゃm!動形態が決まっており，その下で，つ

まり.各段階で特有/;(.結合運動の法則があり，可能生活

の法、則があると考えられるのである明

iii)生命と生活 ・環境

これl:t.前守節の"段階"のところに入れられるべき

内容であるが‘“生命"と“生活"とは物質.iJ!iilJ発展の

つの線のよのi草ヮた段階のものと見ることがでさる。こ

の見hによって...~活"とぎうむのかより日司自に仕るの

ぞある。

“生活"は“生命"とは異仕る。英語では両者とも同

しlifeとい寸言葉で呼ばれているが，前者・3立体内的な物質

運動の総体を言っているL.後苔は体外的な物質逮劃Jの

部分像または全体像伝言っている。後者は.例えば“食

べて行~ ，.も"生活"だい“生きて行く"も ‘生活"な

のである。“食べて行く"は物質運動の部分像を描いてい

るい“生きて11く"は全体像を繍いていると見ることが

できる。

“生活"は.では“生命"とどう異なりどう関わ勺て

いるのかを民ると， “生命..l:t“生命体の物質運動{象，.

つまり身体の自己再生産活動u)像であるのに対し，“生活"

はこの身体の再生彦をなさしめるために外界からそれに

必要伝物質をとり~め ・ 身体に入れてやり ・ 身体から異

化されたものそ排出してやる全過程を占うゐ物をとらえ

身体に入れてやるにヲいては，それを単に倒{本の身体が

行なうものと.組織だった集凶の力でこれを行会うもあ

とがある。後者は.食肉動物に見られる自然の盗から，

更に!1IJ.t.を持ちさ葉を以て集団化し ・火を知ってそれで

凋理し，体内によりと η入れ易いむのにしてとり入れる

ものまで，発遂の段階がl・ろいろある。

ニのように.“生活"は外界から物質をとゥて来て・・生

命体"に入れてやる活動で， これは単独であろ 7と偶休

の協jJであろうと，また留や爪 .nItJ.lJZ手自身のi本vJ力に

だけ緩ろ〉と，道具や火写自身の}J以外の物理的 ・化学

的hを利用しようと，それは問わな¥'0人間の活動なら

何でもよいわけてある。今，食物全体内1-入れる・'N.，化さ

れたものを体外に!Il寸ニとど:t奇訂 ，て*'t-ヵ・その{也、

生命維持上自分を嫡食しにやってくる外敵からは述やか

に逃げなければ位らないし，時には争闘もしなければな

らなし、食物に対する重量争相手に対しても同係なことが

言える。これらの活動は皆“生前"に入る。“ねぐら"を・

探すのも， “生活"に入るし.食物欲しゃねぐら傑し等の

ことも何もしないで“遊人"だり・・移重JJ"したり“自民っ"

たりするのも皆“生活"に入るのであるb

}
 ，. 
1
 
t
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とう見て来ると.“生活"とは“生命体"が活動して、

外界の物質を使い・何らかの行為をすることで， ζれら

を総称して私は“生命体と外界の物資との結合した物質

運動"と呼んでいる。このよ弓に考えると，後』ζ述べる

“環績"や“生活型の適応放散"等の説明がうま〈っき.

生活への理解がより深くなり，現実の問題をより実際に

合致した方向で解決できるのであるω

ちなみに，“環境"について述べておこう p

“生命体"は外界からその生命維持 ・生活維持に必要

な物資を持ち去るが，そのような物資を持ち去られた外

界は.それを外界自身の内部的役力で補綴するものもあ

る。これは時間の函数であるが.このようなことの可能

な外界は.その生命体に対する常なる物資供給体になり

うる。このように，恒常的に必要物資を自己生産して・・生

命体"に与え続けられる装置になった外界を，私は，“環

境"と呼ぶのである。破壊環境とは，この循僚がこわれ

たものを言う。環度不成立と言うのもある。

jv)生活の型と適応放散

前節で生物の物質運動の形態が“生命"の形かち"生

活"の形まであることを示したが，この“生活"には，

u生命"つまり生物に見られる門 ・綱 ・目・科 ・属・種

と細分されて認められる類向性と同様のものが認められ

ないであろうか。

実は，私はこれは現実に存在しているものと考えてい

る。それは，生物及び人聞に生活様式と言って一定の生

活の方式が定立している場合が多いと言うことからも認

められるし，行動を起こす源である生物及び人間の頭脳

が先天的並びに後天的にE獲得した行動様式を保守しよう

とする性質を持っていることにもこれが認められる。特

に人間の頭脳は学習可能な範閣が広くなっているが，そ

れが必ずしも可変約にしかも理性的な方向にのみ行動を

向け得るものではないことを示している。つまり.長年

にわたって適応して来た行動様式は，理屈には合致する

同期的 ・試験的な試みにはなかなか移行できないのであ

る。これには何かわりがあるに違いない。新しい科学的

。路線などと言われるものが，なかなか民衆の中に浸透

し必いとか.浸透はしたがかえって生活の本質である“生

活のうまみ"を奪ってしまったとかのことが起り易いの

も.このことによると考えられるa

これは，考えて見れば“生活"と言うものがそうたや

す;分かるような代物でなく， 一面的な科学路線 ・近代

主義的科学論て‘は捉え切れない難しい対象であることを

示唆している。頭脳の研究も奥が深〈難しい学問である

が，“生活"はその頭脳が身体とともに動いてつくる物質

運動の像であるから，尚更難しいものであると考えると

屑

(1・'11

字

とむできる.新しい繊械を組み立てたり.化学で新しい

物質を合成して生み出す，このことも勿論易しい仕事で

はないが.新しい“生活"を生み出すのは実はこれより

別な難しさがある。近代的な科学路線で考えては号ま く

行かないのである。これは，生命が発展して新しいmが
生まれて来るのと似ている。 C.グーウィ ンは乙れを，生

物の体制・能力の多方向への変位と，伺互の生存のため

の闘争.J盛者が死滅から生き残って現在の"種"を形成

Lたと主5&することによってj見I{片した 3 ソヴ{エトのミ

チューリン・ 1レイセンコJ主は.この変{立に或る内的な万

向性のあるカが償〈と主強したようであるが，それらの

主張は程なくすとれ，最近li遺伝子の鷲見.その変質に

けする碩!建性が主張されている。これらの利用では.む

しろ人為的に遺伝子の日/1分を変換して別な行動をすると1=

物!本をつくりあげ.人間に利用しようとしている喝

ともあれ，“生命"体は環境への適者生存でつまり長い

間の変化，その中の多くの死滅の後に環療に適した体制・

1'T!!i!J篠式をとったものが生き残って現在の形になって来

ているn一つの債の型からがいろいろの型地f分れて出て.

ぞの中の環境に適したい〈っかが生き残ることを生物学

では“適応放散"と言っている。これを図で示せば次の

ようになるであろう匂原型から出発したいろいろの方向

に変位した種は.更に校分かれして違う体制になり.ぉ

互近いものはいるいろの意味で生存競争し.その中の原

境適者が生き残る。死滅するものも多い内

~ 
図-2 適応1&数現型

実lま，“生活"(:本にもこのような体制・活動傑式の型が

あると見られる。 そしてそれは生きる要因とその条件と

によ仇上認の“主命n 体とは大分見かけの僚子li異な
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るか.物質的組み合せ ・その運動につ主ー-ii::の形態 ・型

かあり.それかけ本の条件と'各体0)条件のかみたせで存

(f.ロI自主になるよ 7になっている等，-"り深〈物質運動と

して見之・t;t心iま“生命"と同級位ものか見られるのであ

るQ 私It，こω内外のー定，J)争件v)ド 定の裂をとる生

活を“ヤ活V)待"と呼ぴ.一定のJl，'I境条件の下ているい

今に分化し或る定ま勺た生活型へ生活が “極化"して定

r.することを “宇必の適応政散"と呼びたい ニれは.

長々の歴史時代，社会状態において内部に夫守いろいろ
・・ι 宅H

υ} ・定のものがJlられるもので.例えば江戸時代にり許 {与

の生活J と F百牲の生活ぷの裂があり，更に f問f人の生

活Jかあったと与えうれるe明治以後の諸階層は r農家J

r田FI{J だけてなく，桁し〈生まれた ・・官貝さま"を中
iL' .~ (..た f1:活経j 職工，-を<1'心とした

r生活衛」があ

り.これらはl'ろいろ体制・動きが異なっていた。また.

iI:戸時代の「白ftjと日目治以降の rtE家」では生活内容

1-1そ号変二ないとしても，則合計]条件 ・供給条件等が大い

に異な「ており.Ili.に地主的制約を外すなら大き〈変わ

生活総合体 l 生活総合体E
前の生活~') (生活総合体 I内の生活諸型)全部医
伐の生活総合.f，t.0 の中のどの生活の司~tてでもコH得

る呼能性ウ・ある。 話 "生活の種"のら己号

図-3 階級変化と身分解体・職}.111分業

商ゆ
工
川
ψ
段⑩
斗 宅ーg 
図-4 身分とj1i<1恨のl喝{弄

¥]:環肢の£号

::09 

りうるIIJ能性そf寺「ていたと百勺ことで，異っていたと

はることができる。

ここで. ーツ注意しておきたいことは“生命"七“生

祈"の速いにヲいてである。それは前にも述べたように

物資運動山休内過f11t....体外過程v)jまであるが，実はこの

ためにた受信迎いが生まれてし主うのである。 “生命体"

は成る物質の結合状態のことであり，“生命"とはその結

合f~...の特Hな必動f\:謝の状態を含めた全体の姿について

三コている。もし.ニの縫合物の・部でも欠婦があった

り，Il!にそこ.こ1也の物の入れ敬えがなされているとか，

そこが~'fa したま王 4こ伝っているとすれば， ぞれはと主主

てfjけなくなるか.J寝I金に合殺して生き残ったりするe

この弘主銭る場合は.それが常に同し型を生み出すよう

vニ足首しているとすれば，ぞれはすでに“Bリな向"に位

、ていると宮うことになる。つまり，-'f重"が変化 Tる時

には.それは個体的にむ滅びることをま日未する。が， ..生

iti-'のt易冷. 1の状態のAの体制をしていた生活型か個

!4>:aを冷人 でいるとき.4k患がI1に変ることによって生活

股→上のみT乏し良→工、Illl→t留守の

身分~化のあった人もかな b 多柄。

図-5 身分の移動

ザ ιt;;苫?

被支配の生港経営体から支配階級のそれ~"(主る図。

渋沢栄ーは、首位からま'l..t>.壬義社会のさ基礎階級である

資本'VILな払政治・社会を動方‘した。 1のA(a)から

日の8(a)階級f'(移った例。

図-6 変動l到における身分変化と教会織1iIC.愛化

11';) 
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/J;Aか，;A'i:支τ，た Hべ状態がIのままのJ号合でι{固体

a白身のJJ主たは外)JによってAJJ生活型がBに変更Hさh

たりした場合，“生訴の種"はAからA'乃至Bに変わるに

しても，その中に禽まれる倒休日付変わらず同し人聞がそ

のままAの中からA'の中へ.またはAの中からBの中へ生

きたまま移るのである。つまり、“生活"にかかわるf同体

は“生命"にかかわる個体と違P，型が遣った時でも生

物的“生命"は縦持されるのである. ιの点が非常に重
要であろう。

* 1 徳川政権が倒れて士支配の時代(1)が終り、明
治の時代(11)が来，百世生(A)か内白な活動が行なえる

農家(A')になるなどはこの例。ニの場合，百明:(町本

(a)は変らずAからA'の中に移行する。

* 2 封建制度([)の下でも，農業(A)をしていたちの
が学者(8)を，~.:し，勉学しで学者 (8) になるなどこの

例。村田縦六は百姓から医者に，次にi萄方1">になっ

たが.更に技術的な維新の戦術家 ・行政家 ・政治家

になコて行ったョこの渇合.生活状態ItA'8-(と

変ってrrったが，彼の倒{本はぎEら4・かった。
"j;活"はζれらに主「て見ると.川人"の活動)Jによ

って物が集められ.或るh向に運動を始めると考う形で

形成されるものであり、次にはそれは解体されてi欠の使

用を待つ。このために不使用期間中“再童書悩"が行なわ

れる。実はよれい“生活"の一部なのである 締除・洗

濯 ・修理などはこのことをホしている. I~の使用そ考え

ないならこのようなことは行なわなくてもよい筈である。

機材や~具にヲいて b ， このようタζ とが行なわれてい

る その均で使つであとは顧みない1のlム吋吏い捨て，.

ときって“同生"さltt，.いで捻てられる。この.物質集

償→牛活形成→解体一高官堅備一新物資 b加えて再集積

..1ム“生活"が循環する図式て、“生命体"の中で

の物質循環にかなり似ている ただ，“生命体qの中にあ

る物資ti.体内のどζかに留め13かれるので，再生過程・

千年使用u寺におかれているところ ・使用されないで残勺て
~ ，る昨汚かれるところが決主っているから，それらの物

資は使う側から見ると.reservc (確保)吋されているー

とになる。つまり，他の個体が使うことはできらJいL.

白人たり使用を妨害することもできなし~次には必ず主

f$;に使われるようになっている。これを機どりする組総

体は“t写生生物"とか“ファージ"と言われて若干存在

-1"るが，ぞれは一般に主体の{情環を般本的に検してまで

行役うのでなし余りを横どりするように伝っている。

中には， 正体を殺してLまうものもあるが，その時は寄

生省む滅びてしま『のそして，これらの作用体がつ〈形

が主流で公<. 主H.Ll体内のd子宮O1fに必要伝物資をE在実

f，Jf 手

に確保し‘再生産を完う寸ることの方か正常な愛であり，

そのために“生物の樋"ヵ:桟って来たと考えられろので

ある。 “生活"でも，この笠活形成用物資・再生さnてl.t

活使用に準倣されている物資11，その当の“生病1主体"

のために確保されている そのための，人と人の組織か

あり.恒常的に生活必要物資が流れ込むようになってい

る。この磁保のされカには，社会の状態によって力の強i

き・その獲に還があり，それによって形成された生活の

袋が異って来るのであるら

* 3 空間の場合， li童保・配分の行なわれる元になる
カを空間支配力と言い，そのような刀の行使を空間

支配と言う a

3 .生活の性質

生活と言う言葉には.動物の生活等生物界の生命維情

活動の意味もあるが，人間にかかわるところでは「主産J

その他を含む人間活動全体を示す r生活』と，消費のた

めの直後活動を示す「生活Jの両方の意味がある。ニ ζ

では生物を含めた意味，人間にかかわる意味.それも'生

活』と「生活」の双方の性質，情造と機能 ・意味等にコ

いて見てみよう。

1)生物の金活一一主体と環境一一代謝

生物は，或る環境から生命維持に必要な物質をとり入

れて身体にとれ入れ，それ以前の身体を機成していた成

分を分解して体外に排出している過程を言っているa こ

の過轄で大きな特徴 ・問題に気付く。一つは，環縄とは

主体に対して物資供給体をなしていると言うことである。

次に、主体は環境から物資をとって来て自分ω体内に入

れる能力を持っていると言当ことである。そしてその能

力をE区使して活動し，外界の必要物そ提えて自分の体内

に入れる。実は， ζの活動が一般には “生活"と考えら

物質捕獲

('!:i，r;) 

!t{;l; 

体内』せな付る変化三生理学

~ I的生活
と内入れられた物賀市 外時への | 

¥ミβノ 排出」

図ー7 1:体 ・環境・生活モデ，レ

-
h
H
 
1
 
1
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れている。生理学や生化学でlム物質が体内に入って変

化して身体をつくり臭化されて体外に排出される過科を

生活過程ときうようであるが，本論では一応外部の物質

の流れについてだけ生活と言弓ことにしようc これはIAI

に示せば.同~t'U liiIのようになる内

ii)人聞の生活. (未生産 ・採取狩猟状態)

人間が動物の段階から脱け出したBdo'こは.どのような

形になっていたか。まだ生産には¥)たらなかったとして

も，歩くためだけの足から分化した手で木や石を持ち，

採取や狩猟をして くらしていたし，そのため人々は協JJ

していた。また，火の発見 ・謁理の発明で外界から得た

ものは焼いたり煮たりきれた。土器の発明や貯蔵の発明

tJ.，食物の範囲の鉱大.食物供給の期間を自然が供給す

る期間よりもより長いものにした。このような傑作は各

人がめいめい行ったものではなし炊事家事をする特定

人が生まれた。こうして，食事の世話と言う行為が生ま

れ，或る範囲の人逮がー絡に世話を受けるよ弓になったc

このように，食物獲得でもその加工消費でも人々は協同

化集団化するように伝った。これらの集団にはいろいろ

なものが考えられるが.文明人(文字を持った人達)か

見聞して書き残したものでは，採取 ・狩猟のための集団

は氏族一種族，治安のための集団は家族と言う形のもの

であった。勿論，氏族をなしていない小集団や離合集散

するものも報告されているし，家族も必すしも夫婦が単

位で屯;:その慢合したような形のものや，一定時間だけ

の夫婦等のものも見られた。また，老夫婦ー老夫婦と言

う直系同属や傍系同居のものも見られる。しかし，とも

かく食糧獲得にしてもその加ぷ ・配分 ・給食にしても何

らかの集団で行動したことはあったと考えられるのであ

る。これをそデル化して図に商いて見ょう。{ド肉)

iii)人間の生活， (生産状態)

人間が自然から供給されるものを‘ただ受動的にうけ

とるので往く，環境に予を加えて自然か自然に供給する

ものとは違ったものを供給させるのが“生産"である。

勿論，自然から与えられたものでも.それに人聞が手を

加えることによって自然が与えてくれたままの形や性質

ではないものを造り出すのも， h生産"の中に入る。この

2つの物質流動の緩路の変革によって，人間の社会は非

常に変ってしまった。生活物質が豊富になり多〈の人口

を養えるようになったばかりでなく，人骨が消貸する以

上の物資がつくられるようになった。しかし，こうなる

とこの余剰を手に入れてその集団を支配しようとする人

達が生まれる。勿論，“生産"をするためには，人々が偲

立してそれを行なうことができるわけのものでなく.い

ろいろの人の協力が必要である。ぞれも，実際の仕事つ

まη道具やそれを以てうまく運用すると言う筏術や，そ

れを施寸対象である土胞を媒介にして組織をつくり つな

がるし.またそのような組織と組織の結合も必要である ρ

このような r人間Jの結合ti，“生産"の時代に人ると必

要であり，誰かがその結合された組織の統轄と舵とりを

せねばならなかった。これを進めていたのは技術を持っ

たもの.手段を持ったものであった。このような状懲に

符号説明

tD rr 9l\ ・ 漁労 r 角~fI

(lγ 同上湾物t~f軍

ゆ採取 ・樋IN.貯蔵・ IJnI
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たもの，手段1-持った bのでゐ「た 二のような状態に

なることは.廃史的にはか1;..'リ急激にirなわれたが，実
際には何|世紀にらわたって完成されて行ったので.支配

者l:t“支西日し易いむの"を仰えることによって人T全体

そ個々でなく組織二とlllJえて行ったのである。 ιの，‘支

配しおいもの"が.i.原子段であり，吉代では上i也と/.lU井
弓であったe 土地1:1武力で確保し，段緋呉は鉄の製線や

鍛治の過程を僅ることに主って仰えたω これも武力で守

心れた。勿J仇|司係ω対立釣カが他地方にあらわれ.互

に勢)J闘を伸lまモラとして競争することがあη.そのた

め式hが必~てあったと宮うことはある。が，基本的に

11支配を犯すあらゆる可能性に対して武力は叢備された

仰である"今R.て:"!i:tこように，“'t座"の段階に人勺た人

間活動(j:，康成の自然による物資供給の経路を変え.や

はり自然のIJ1-.flffHするのではあるが自然にはなかった

人Eの.仔路をつくり.自然が与える bのとは別屯:ものを

造り人聞に与えゐ主 Jに'-.そのもの及び自然が与えた

むのむ加工してJl:tJ~売が白tちには到底写え得ないむのをつ

くり出した。うまり.自然の術~を乙わしたのである。

この傾1寝破鳩は， jX;るt'o'I変まで白然の許容力によコて全

t.f.のiI{i.fj;'l体;tllをてfHるが.それが守れ待合 Ut.る限度が
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ある。これを，人情l'tt.'i及ひそのかかわりの均成ω問旭

として見てFr/J'!;i::tれはならないのか.今日の課題でふ

うう.

また. ".1~.・-に人 J て人は， 支配機備を生みtHした。

こ hlHtt々る組織是正常機構ではな~ '0 これによって.二k-

deおとそれに述なる人守 ・被毛E記者の聞に生活のl者'F.t;.

生よれた。よれそ是iEしようとする不満1.1常に存在した。

主"elSU.三hl.<:鎮めるため宗教の力を使ったaしかし，
被支配笛は1'1分の主治を守るため，家銭とヨぅカだけで

γ 、 .村為等JI 同体~っくり ， そこで栂互扶助をはか勺

t;"ニれは支配.fjに利胤むされたが.生活者j童の伺互依

(1':.制圧扶助の体制でもあったa 人々の問には常6こ澄IJ.

'1:主il，組織は常に分厳し崩駿する危険が潜在していだ。

従ゥて.このこと ι防が々ければならない。このため人q
1:1.集団(ムラ)を再組織 ・再強化するん・法として，芸:

教や儀式 ・1護礼に頼った。この宗教Lt.支配-Mが4}I緩や
護送;そ'f'すための宗教とは異なリ.民衆のみ人なの宗教

でJうったη ニのニつが一致する時は.それが民衆のliili'l

が社会変革を~f..i拍手のシンボルとなる時と考えうれるa

ともあれ，“生座"の時代は， .Il事境変革 .s;;;.崎供給物の~

部‘それらのH:備と組織.それらの組織の逝営，m織・

川河ぷ
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組織の組織の支配，支配のための諸種の機能体[行政・

政治・武力(.，察 ・軍隊)・宗教導)・費悠文化等の新た

なる出羽をもたらしたのであった。空間的には，行政・

政治 ・宗教・軍事・文化の中心としての都が建設された。

以後の苑遥i主，この内容の変車はあったが形式は変っ

てい往~'0以上を図に示せlii欠のようになる。

(回J

図-13 古代の生活組織(=社会総織J

子供内.am ¥)自然

図一14 中t立の生活組織(=社会組織)

泉→ロ-444J醐尋
加工 製品(商品j

自然からと弓たもの

{鉱産物
煙量産物

図-IS 現代の生活組織(:=;.社会組織)

119> 

対立勢力は，古代には地方に併立したものが大勢ゐっ

たが，国内統ーしてからは対立物は外国と伝った。規在

b悶じである。

上の図を，古代奴隷制 ・中世封建制・現代資本主義制l

の!偏にl逝いて見ると図-13.-14.ー15のようになる。

? :主体論

一社会は有胎盤類の母体組終胎盤の外化に似ている一

1'，人問の身体

人類は日南乳動物に属している。しかもこの中で有胎盤

績に属しているe 胎盤の仕い日前乳類には， f?lJえば袋のな

いbのや育袋頒などがあるが，これらの動物では仔は小

さい時に生まれ.母親の暖い腹部で乳を吸いながら育て

られる。この母親の緩い腹部は毛がなく，血管に富み手L

線が分化している。有袋類には腹の前に一枚口の開いた

皮!曹があり.f子をより手厚く保護できるようになってい

る。仔は，かなり成長し自ら鰐をとれるようになってか

ら親から隊れる。ヲまり，“体外"にこのような“器官"

を持つIrrll乳類は.f'子がかなり大き くなるまで親の保護が

き〈親の身体で育てるのである。

有胎盤類になるとどうか。仔はかなり大き くなるまで

“体内"の “器官"で育つ。生まれて来た時には一般に

すぐ歩けるし，餌をとって食べることのできるものむあ

る。親や先輩から餌をもらって食べるものもある。この

ようにかなり大きくなるまで体内で育ち.外に出た途端

かなりの自己保持の活動ができるようになっている。し

かし，社会の成員にとtるまでの訓練中も， 一般的に自己

の力で活動せねばならな1'0この点，猿の額l孟{子を母宅買
の身体に掴まらせて移動する。かなり一人前になってか

ら母親から離れる。母親は一定の組織を持った社会の力

で守られている。人間の身体は，このよ うな子供の生み

方を寸る晴乳類と同じ身体の機縛.特に有飴盤穎と同じ

機構になっている。

Z.人間の子育て

身体の機構が同様ならチ育ても同僚でめろうか。人間

の場合はー猿類よりもはるかに大き くなるまで子供そ手

許におく。これは.抱いたり背負ったり吊り下げたりの

身体にくっつけておくのではな"0すぐ近くで見守った
り手を差し出したりできるような距離に置いたり，夕方

になったら引き取りに行付るようなところに霞〈。 そし

て.他の動物と決定的に逢うところは“家庭"ときう場

を形成し，そこで生存・生産に必要な食物や就寝その他
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学習 ・慰楽等を与えるのである。これらの生活をするに

は.自然をそのまま使って行なうことはできない。常に

何らかの加工が必要である。この加工も人間は・・家庭"

で行なった。この中で，子供は“一人立ち"できるまで

育てられた。一人立ちして生活するための訓練も.ここ

で学んだのである。他の動物よりも遥かに長い期間，親

の保護の下にあり親とー緒に過ごす。そして，かなり成

熟度が高くなって社会の成員になる。家庭は.母親だけ

の世界でなし父親も兄弟姉妹更に祖父母時には叙父叔

母等も同居する場所であった。

3 "人間の給食

社会に出た人間は，他の動物同線憎独で社会に参加し，

自ら飽をとり自ら食べて生きるのか。分っているように，

人聞は成人になると結婚し家庭を形成し，その家庭の中

で加工食を供給され採食する。つまり，子供時代に続に

襲われるだけでなし成人になっても家庭によって糞伝

われるのである。このように.生涯を通じて給食される

形になり.他の動物とは違った生活形態になった。現在

他の動物問機.成熟して観から縫れて主主立する生活形態

は存在するが，これも他の動物のそれのように.自然界

に統れている物資を自らの足で近づき自らの口と手で捕

食するのと異なり，下宿屋や食堂・食品庖時には自らが

社会の中に流れている物資を繍錠し ・袴帰り ・加工して

給食するのである。

4・.世話体

このように，自然または社会の中に読れている物資を

捕捉し・持帰り ・加工して給食することは，すべての人

間にとって必要であり，人間に特有な生活形態である。

これは人間が生み出した新たな“物質循環"の経路であ

るが，これを行合うのは母親なり母親代りケり何らかの

人間のっくり出した役割組織で.涜れる物質を捕捉 ・変

成 ・給餌する‘・作用体"と見ることができる。この"作

用"は普通“世話"と呼ばれる類のもので，従ってこの

“作用体"は“f世話体"と呼んでもよいであろうa こH

を行なう渇が"家庭"である。

これまで， r食Jについてだけ述べて来たが.r衣Jや

「住Jについても問織のことが言える。この両者は，食

と異なり身体の外の物質である。食が“体内を通る"物質

であるとすれば，衣 ・{主は“体外を通る"物質とぎうこ

とができょう。このこ者，特に衣は他の動物が持ってい

ないもので.人間特有の生活物賓と言うことにをろう予

Tギ

5， &体

このように.食・衣 ・住の生活物資は自然又は社会か

ら変成されて消費する人間にまでもたらされるが.こ・の

ようI;t.媒介的作用を営むのが“家族"と言う組織であ円，

“家庭"ときう場である。笑は，.¥きに生活し終えて.そ

のために変質して出て来る排世物や廃棄物等の排出物は.

またこの家族 ・家庭のカで変成されて.自然または社会

の物質の琉れの中に還される。つまり，家族・家庭は生

活主体(消費主体)のために「変成とり入れJ もすれば

「変成排出J もするのである。これは丁度胎径がほ貌の

血を「変成とり入tl.J して胎児に供給し，排他物・老廃

物等を「変成排出J して母親の身体の中の続れである血

液中に出してやるのに似ている。それで私はこの作間を

する組織全体を胎盤の別名“異"と言う言葉を用い『主

体J と名づりたのである。附乳動物の中で，胎盤をそ仕

えた動物は発達が高度の段階にあるときわれるが.1+が
体外に出てもこの胎盤(製)と同種の親の働きを良〈保

つ動物種で，発逮の程度が高く，それが一生をおおうま

でになったのが人間と考えられる。たf~ . 人聞には性の

期間が他の動物のように一定期間でないとさう特徴があ

り‘これが上記の「援体J を持つ生活と同時にでき上っ

ているところに家庭をつくる人間の更なる特色があると

言えよう。

6 .生産 ・流通・金活・文化

また人間は.外界の物資の流れをただ自然の流れのま

まにまかせず.自ら手を加えて自然とは別の統れをつく

った。後には予の延長である道具を{突ってこれをつ 〆っ

た。つまり.r生iLである。そして.この「生産Jを消

費者自らが行なうのではなくて，人づてにそれを得る方

法を完成した。これには古代・中世等に見られるような

強制による人為的持取的流通もあるが，交換によって行

会う方法もある。交換払物を生産するのに婆する労働

の量によって測られた価値を無視した、時には強制的合

不等価交換もあれば，価値透りに交換された等価交換も

ある。このように強制にしろ非強制にしろ.不等価変燥

にしろ等価交後にしろ，人為的につくられた“生活物資

の流れ"である。この流れには，人聞が物をつくる時の

よ益具 ・その他(技術 ・知事義・情報等)も加わり.~，ì汚物

資も食 .t{ . {主等生命を保つためだけのものでなく，教

養・娘楽害事慰楽 ・文化 ・書官沢なものまで流されるように

なった。更に.これらを統一する統合行為も加わっ.たの

である。

7' ，母体の外化としての社会

このような，生活主体一昼休ーそれそとりまノ社会.

120) 
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ヒペ当ように見て来ると. これは子供を育てる総宵が外

化して人間の一つの犠関になり，rJ!.に生涯それ~必要と

するようになった人間の生活を全社会で支えるような組

終になっている。よれは，胎児を守η・3皇い ・育ててい

る有胎盤動物の身体の納織が外化してこのような形にな

り.より完成度の高いものになったと考えられるむので

ある，

ただ，この組織はまだ未完成であるし、生活主体のと生

活の状況 ・生活への要求とその充足によって完成の形態

lま諸種のもの ・諸種の段階が考えられる。これは. これ

から考えて行かねばならないことであろう。-つのヒン

トIj ..社会指導成体"説で， これを生活発展との関連で考

察して行〈べきであろう

l 日'8"~{]57年11月 9 日受J1~)

Summary 

lt's need吋 forus to establish some new fundamental theory of living science for figuring Qut many problem~ on 

the real livlI1宮s.5uch as polllltion， po¥'erly. problem号。fhousing. problems of city lift>. problems ()f rural life， problems 

of health and so on. 

[ ha、ea lry to cnnstruct a new theory ()f livmg science whicb is called "YuTA [RO~刊 atterthe A. 1. Oparin・s"Life 

Science" This theory says that "Human Livin日..is one of lhe forms of matenal movement which contilins man and 

things pr。、，'idedby human environments. 

By applications of this theory to many living problems. 5uch as farmhouse planning problems. soning of 

fannhouse plan type<; and studying of rural h¥'es. r find that it is rather effective for making clear of thal sort of 
Ilroblems. 

For edllcational system， [ think the fundamental theory which someone should attain musl be laken into severt 

cnnsideratian. and 1 belie、ethe theory "YOTAIRON'・1ha¥'e bui lt up and developed is one of the fundamental 
theorie巴

('~ 1 ) 
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